
明
治
初
期
の
浄
瑠
璃
界

異
色
名
匠
銘

々
博

維
新
の
曙
光
が
漸
や
-
見
え
出
し
て
爽
た
明
治
初
年
前
後
の
こ
と
'
退
か
に
商
業
地
の
大
阪
も
､
物
情
は
厳

然
た
る
有
様
で
あ
っ
た
か
'
そ
れ
で
も
芝
居
や
浄
瑠
璃
夜
と
の
興
行
物
は
別
天
地
の
観
が
あ
っ
て
'
可
な
り
を

成
績
で
打
ち
樺
け
て
ゐ
た
の
は
'

一
つ
は
､嘗
だ
ま
だ
斯
界
に
名
人
や
宜
匠
が
多
か
っ
た
か
ら
の
故
で
も
あ
る
｡

竹
本
長
門
太
夫
所
持
の

F
忠
臣
蔽
j
九
段
目
の
床
本
の
終
尾
に
こ
ん
を
こ
と
が
書
い
て
あ
る
｡

安
政
元
年
九
月
十
八
日
'
天
満
北
西
角
芝
居
に
て
'
忠
臣
蔵
通
し
に
九
段
目
を
語
る
と
こ
ろ
'
此
日
異
国
解

来
る
故
'
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
芝
居
休
業
と
な
る
｡

黒
船
束
が
直
接
興
行
物
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
1
つ
で
あ
る
｡

明
潜
元
年

1
月

(賓
は
慶
慮
凶
年
)
稽
荷
融
円

にな
っ
た
文
柴
座
は
､
初
春
琴
宮
に

F
金
門
垂

二
桐
｣
を
出

さ
う
と
し
て
ゐ
た
｡
世
間
は
御
維
新
の
騒
ぎ
で
'
な
ん
と
な
く
落
ち
つ
か
ず
'
不
安
の
空
気
に
満
ち
て
ゐ
る
時
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に
､
而
か
も
大
阪
城
に
.戦
事
が
棚
曳
き
､
伏
見
鳥
羽
の
敗
戦
で
､
徳
川
慶
喜
公
が
辛
く
も
天
保
山
沖
か
ら
江
戸

へ
過
れ
よ
う
と
す
る
､
か
う
し
た
鼻
合
､
無
蓋
で
は
例
の
石
川
五
右
衛
門
が
､
春
脊

一
刻
･････････て
も
鹿
ら
か

を
眺
め
ぢ
や
を
あ
･････････な
ど
と
遣
-
か
け
た
が
'
あ
ま
-
に
も
'
世
間
と
懸
け
離
れ
す
ぎ
て
ゐ
た
の
で

一
月

は
興
行
中
止
.
二
月
の
十
二
日
に
在
っ
て
t
も
う
そ
ろ
そ
ろ
麗
ら
か
な
眺
め
に
夜
つ
て
も
よ
さ
さ
う
夜
も
の
だ

と
'
こ
つ
そ
-
初
日
を
開
け
た
が
'
む
ろ
ん
駄
目
､
十
二
日
間
よ
-
芝
居
は
打
て
夜
か
つ
た
.
此
時
の
】
座
顔

触
れ
が
'
六
代
目
染
太
夫
'
七
代
目
吹
太
夫
t
g
l代
目
謝
太
夫
､
五
代
目
湊
太
夫
'
越
路
太
夫
'
晋
太
夫
.
≡

昧
緑
園
平
､
演
右
衛
門
｡
人
形
辰
造
'
玉
造
な
ど
で
あ
る
｡
併
か
し
三
月
か
ら
は
､
さ
う
し
た
騒
ぎ
も
稚
平
常

に
復
し
て
'
四
十
六
日
間
も
打
ち
塘
け
る
こ
と
が
出
束
た
の
は
､
大
阪
の
土
地
ら
し
い
,や
は
り
豊
か
を
と
こ
ろ

が
あ
る
.
狂
言
が

r
一
谷
敗
軍
記
し
と

r
四
つ
谷
怪
談
｣
で
あ
っ
た
｡
か
う
し
て
文
楽
座
は
引
頼
き

7
年
に
五

回
ま
た
は
六
同
宛
の
興
行
を
打
っ
て
ゐ
る
.

明
治
元
年
十
二
月
0
大
阪
府
は
西
瞳
松
嶋
町
に
新
た
に
遊
廓
の
設
置
を
許
可
L
t
従
来
各
町
に
散
在
し
て
ゐ

た
公
許
地
以
外
の
小
遊
里
を
此
所

へ
移
特
集
合
さ
せ
て
'
遊
廓
整
理
を
行
ふ
こ
と
に
を
-
'
土
地
の
蓉
展
を
固

る
可
く
､
凡
て
を
江
戸
青
原
に
摸
し
て
､
仲
之
町
を
中
心
に
'
可
な
り
大
規
模
な
施
殻
を
す
る
こ
と
～
な
っ
た

が
'
土
地
が
地
理
的
に
偏
し
た
馬
に
な
か
を
か
急
に
は
息
ふ
や
う
な
賓
が
揚
ら
を
い
'
そ
こ
で
'
府
で
は
土
地
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紫
条
の
l
策
と
し
て
､
道
頓
堀
の
歌
舞
伎
芝
居
と
､
文
柴
座
の
人
形
浄
瑠
璃
を
此
虞

へ
移
す
可
-
計
章
し
た
の

で
あ
る
｡
歌
舞
伎
の
方
は
道
頓
堀
の
仕
打
三
条

へ
､
文
楽
は
そ
の
座
主

へ
'
共
に
命
を
下
し
た
｡
こ
の
繭
者
紘

直
ち
に
旨
を
含
ん
で
松
嶋
興
行
の
準
備
に
か
～
つ
た
｡
三
条
の
歌
舞
伎
は
不
入
り
の
篤
め
す
ぐ
退
噂
し
た
が
､

文
楽
座
は
永
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
.
明
治
凶
年
新
築
の
工
を
起
し
､
五
年
正
月
'
文
梁
塵
開
業
の
興
行
を
始

め
た
の
で
あ
る
｡

(規
今
の
松
嶋
八
千
代
座
の
前
身
が
そ
れ
で
あ
る
)
文
楽
座
は
こ
れ
で
博
努
町
積
荷
か
ら
こ

こ
へ
移
樽
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
｡
か
-
て
文
楽
新
築
記
念
興
行
は
花
々
し
い
盛
況
で
'
面
か
も
五
十
三
日

間
打
ち
唐
け
の
大
潜
り
を
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡

狂
言
は
太
功
記
の
通
し
と
御
就
儀
三
番
里
｡

l
座
の
太
夫
は
'
春
､
遠

､
古
敏
'
越
路
'
染
等
｡

三
味
線
は
囲
平
､
新
左
衛
門
､
書
兵
衛
.
人
形
は
玉
造
､
辰
造
'
喜
十
郎
､
玉
之
助
､
毒
属
等
の
番
附
血
の

顔
ぶ
れ
｡
春
太
夫
の
尼
ケ
崎
､
越
の
杉
の
森
'
古
敬
の
妙
心
寺
､
越
路
が
大
徳
寺
0

此
時
湊
太
夫
が
櫓
下
を
去
っ
て
､
春
太
夫
こ
れ
を
脂
ぎ
､
書
出
玉
造
が
人
形
浄
瑠
璃
史
上
最
初
の
人
形
櫓
下

と
な
っ
た
.

こ
の
文
柴
座
移
噂
に
つ
い
て
は
座
員
の
全
部
は

r
島
流
し
_)
と
科
し
て
大
反
射
で
あ
っ
た
が
'
春
'

玉
造
の
二
人
が
主
と
し
て
壷
力
し
､
そ
こ
に
は
官
意
と
政
治
的
意
味
も
含
ま
れ
た
裏
面
史
も
あ
る
が
､
爾
凍
寒
'
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玉
造
の
勢
力
の
増
大
し
た
こ
と
は
事
賢
で
あ
る
｡

こ
の
明
治
五
年
に
は
､
明
治
新
政
府
か
ら
は
'
暦

の
改
正
を
始
め
と
し
て
'
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
令
が
相
次

い

で
出
た
･
断
髪
令
'
徴
兵
令
､
娼
妓
解
放
令
'
な
ど
が
そ
れ
で
｣

文
繋
座
の
浄
瑠
璃
や
そ
の
他
の
興
行
物
に
も

十
月
二
十

】
日
附
で
左
の
や
う
な
布
令
が
下
っ
た
｡

壬
申
十
月
二
十

一
日
御
布
令

申
第
三
百
七
競

従
来
能
埜

百
其
他
音
曲
歌
舞
の
類
着
古
の
琴

盲
善
行
世
の
模
範
と
在
り
'
好
慈
淫
嚢
人
の
徴
貫
と
怒
る
も

の

を
奉
げ
'
之
れ
を
音
曲
に
鳴
し
手
之
れ
を
舞
ひ
足
之
れ
を
踏
み
人
の
耳
目
を
歎
ほ
し
め
事
情
決
切
に
し
て
無

畢
文
盲
の
も
の
敏
感
い
た
し
易
き
を
主
と
し
勧
善
激
怒
の

一
端
な
る
を
以
て
大
に
世
に
行
は
れ
候
虞
近
束
其

本
旨
を
失
ひ
徒
に
敏
美
の
み

に
粕
流
れ
人
心
を
盛
惑
し
風
俗
を
素
乱
す
る
弊
害
不
砂
者
乗
而
相
達
し
置
候
虞

今
度
敦
部
省
よ
-
別
離
の
通
-
達
有
之
候
聞
其
営
業
の
も
の
は
探
其
旨
を
隠
し
可
申
候
事

右
の
趣
其
営
業

の
者

へ
相
連
候
間
鵠
心
祷
管
内
無
洩
粕
蓮
す
る
者
也
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府

能
聖

百
始
め
音
曲
歌
舞
の
類
は
人
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風
俗
に
関
係
す
る
虞
不
砂
候
に
付
き
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-
管
内
営
業

の
者
共
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棉
遵
事壬

申

八

月

.教

部

省

J
t
能
狂
嘗
以
下
演
劇
の
類

御
歴
代
の

皇
上
を
模
擬
し

上
を
襲
癖
し
奉
-
候
健
の
儀
無
之
校
厚
注
意
可
致
事

-
､
演
劇
の
類
専
ら
勧
善
懲
悪
を
旨
と
す
べ
し

淫
風
醜
態
の
甚
し
き
に
流
れ
風
俗
を
放
り
候
棟
に
て
は
不
相
済
候
間
弊
習

を
洗
険
し
漸
々
風
化
の
一
助

と
相
成
候
棟
可
心
懸
事

)
'
演
劇
其
他
右
に
類
す
る
遊
塾
を
以
て
渡
世
致
し
候
を
制
外
者
杯
と
相
場
へ
候
従
来
の
弊
風
有
之
不
可
然

儀
に
候
僕
自
今
は
身
分
相
鹿
行
儀
相
慎
み
督
菜
可
致
事

以

上

4
'を
空
六
年
に
は
更
に
以
上
の
布
令
に
基
い
て
文
柴
座
の
弊
屋

へ
左
の
注
意
書
が
貼
り
出
さ
れ
た
｡

-
'
徒
御
上
棟
御
布
告
の
趣
急
度
可
申
相
守
事
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】
､
皇
上
棟
御
歴
代
の
御
名
前
文
は
差
支
の
文
句
有
之
候
浄
瑠
璃

i
切
語
り
候
儀
は
不
相
成
候
事

-･､
世
話
浄
瑠
寧

心
中
物
部
而
風
儀
不
可
宜
壕
者
能
々
訴
べ
の
上
可
語
償
事

l
､
時
代
物
に
て
も
風
俗
に
拘
-
候
鼻
又
は
サ
ワ
-
杯
柊
も
心
を
付
あ
し
き
庭
は
急
度
相
除
僻
事

t
t
旗
拝
に
搬
出
候
人
々
其
勧
世
話
人
に
層
出
僕
虞
近
衆
多
-
等
閑
に
相
成
以
後
者
上
下
の
無
差
別
其
年
の

世
話
人
に
届
出
候
事

7
､
出
勤
中
銘
々
穏
儀
第

7
に
致
し
楽
屋
等
に
て
も
風
儀
あ
し
き
事
無
之
様
且
風
俗
衣
服
等
も
随
分
質
素
を

相
守
垂
迫
出
精
第

l
に
可
動
事

右
の
様
々
急
度
相
守
薯
業
可
致
候
若
粕
背
者
達
外
可
致
保
革

明

治

六
年

改

1乃

次
に
明
治
十
三
年
三
月
に
､
浄
瑠
璃
三
業
仲
閉
規
則
が
'
大
阪
商
法
合
議
節
食
蔀
五
代
友
厚
の
名
で
沓
布
さ

れ
た
'
決
語
使
用
の
モ
ダ
ン
奇
文
'
時
代
色
渡
厚
夜
の
で
､
そ
の
序
文
だ
け
を
お
目
に
か
け
る
｡

夫
レ
今
季
校
ヲ
創
立
シ
テ
幼
兄
ヲ
尊
キ
婦
女
三
教

ユ
ル
モ
ノ
ハ
人
智
ヲ
遜

マ
シ
ム
ル
也
､
公
陶
ヲ
開
設
シ
テ

花
樹
ヲ
栽

工
香
草

二
噂
カ
フ
モ
ノ
ハ
人
心
ヲ
楽

マ
シ
ム
ル
也
'
此
盛
馨
タ
ル
ヤ
ニ
ツ
ナ
ガ
ラ
欧
米
各
組
ノ
法



ニ
則

ル
'
彼
ノ
孜
々
汲
々
タ
ル
単
著
ノ
勢
ヲ
慰

ス
ル
ニ
'
此
愉

々
快
々
タ
ル
公
園
ヲ
穀
ク
衛
生
ノ
法
至
レ
リ

ト
云
フ
べ
シ
'
萄
ク
モ
我
ガ
同
盟
浄
瑠
璃
三
業
仲
間
ノ
業

二
於
ル
モ
'
此
盛
拳
ノ

】
端
ヲ
ニ
ッ
ナ
ガ
ラ
乗

ル

モ
ノ
ト
云
7
ベ
シ
､
如
何
ト
ナ
レ
バ
孝
子
忠
臣
ノ
外
俸

ヲ
演
ジ
テ
勤
勉
ノ
心
ヲ
起
サ
シ
メ
'
高
山
流
水
ノ
秘

曲
ヲ
奏

シ
テ
快
々
ノ
柴
､､､
ヲ
壷
サ
シ
ム
'
其
事
卑
俗
j･
錐

モ
豊
勤
怠
ノ

t
端

卜

云

ハ
ザ
ル
ヲ
祷

ン
'
故

二
今

同
盟
協
同

シ
テ
萄
ソ
メ
ニ
モ
き
奔

ヲ
談
ゼ
ズ
醜
鰻
ヲ
演
ゼ
ズ
'
人
ヲ
シ
テ
義
理
人
情
ノ
在
ル
所
ヲ
知
ラ
シ
メ

併
セ
テ
衛
生
ノ

一
ツ
ニ
供

シ
'
各
自
ノ
言
行

:
於
テ
モ
浮
薄

ヲ
戒
メ
謹
慎
賓
直
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
欲

シ
テ
'
此

二
規
則
ヲ
殺
ケ
商
法
曾
諌
所
ノ
公
議
ヲ
経
テ
左
ノ
燦

々
ヲ
釣
ス
.

(以
下
候
文
略
す
)

明
治
新
政
府
の
事
業
は
細
心
の
任
意
を
以
て
行
は
れ
次
第
に
人
心
も
安
定
し
'
世
間
の
景
気
も
回
復
し
た
｡

か
う
し
た
駅
間
長
門
太
夫
毅
後
の
我
浄
瑠
璃
界
性
'
や
は
り
長
門
薫
育
の
香
り
が
高
く
'
樺
山
な
名
人
を
擁
し

て
ゐ
た
の
で
あ
る
｡
即
ち
長
門
太
夫
直
系
か
ら
い
ふ
と
,
四
戊
目
長
門
'
寺
門
車
以
外
に
畢
オ
が
あ
っ
て
'
浄

瑠
璃
大
系
圏
の
著
作
が
あ
り
'
古
賢
考
課
家
と
し
て
斯
道
を
益
し
た
｡
天
王
寺
村
七
千
五
百
石
の
太
庄
屋
と
い

ふ
名
著
の
位
置
に
あ
っ
て
浄
瑠
璃
を
語
-
'
高
座
に
登
る
篤
め
に
名
著
の
職
を
捨
て
＼
顧
み
な
か
っ
た
異
色
あ

る
長
尾
太
夫
｡
表
音
で
端
壕
を
寺
門
に
し
た
名
人
四
代
目
禰
太
夫
｡
意
気
を
聾
で
'
無
類
の
艶
静
り
と
耕
さ
れ
'

入
れ
墨
の
左
官
の
子
と
し
て
聞
え
て
ゐ
た
六
代
目
納
太
夫
｡
豪
傑
肌
で
葦
毛
の
持
主
'
惨
殺
さ
れ
た
の
で

一
唐
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名
高
S
古
敬
太
夫
｡
世
話
物
飴
り
と
し
て
'
日
紳
月
蹄
と
云
ほ
れ
た
五
代
目
顔
太
夫
〇
七
代
目
喚
太
夫
｡
又
少

I

し
後
に
望

日
人
の
美
音
家
四
代
目
任
太
夫
.
人
情
語
-
世
話
物
の
名
手
五
代
日
軸
太
夫
､
な
と
を
敏

へ
る
こ
と

脚

か
出
束
'
一
門
繁
輿
の
跡
を
見
せ
て
居
る
｡

ま
た
長
門
系
以
外
の
人
々
に
拭
'
時
代
物
の
第

l
入
着
と
云
は
れ
た
大
代
日
数
太
夫
'
門
下
の
八
代

日
数
太

夫
も
早
世
し
た
が
大
勝
の
器
を
博
､へ
て
ゐ
た
｡

鷹
揚
大
泉
な
山
風
に

一
流
を
立
て
た
五
代
臼
春
太
夫
は
'
そ
の

門
下
に
越
路
'
後
に
撤
醇
大
按
と
い
ふ
大
物
を
出
し
て
ゐ
る
.
或
は
丸
高
野
の
僧
で
大
身
大
音
の
怪
物
二
元

密

と
い
ふ
の
ヤ
'
滑
縛
浄
瑠
磯
舟
門
で
衷
出
し
た
奇
人
山
城
接
を
ど
'
多
種
多
様
に
い
づ
れ
も
浄
瑠
璃
罪
を
縮
揃

に
馳
駆
し
て
ゐ
る
有
棟
は
'
ま
こ
と
に
花
々
し
い
と
も
何
ん
と
も
云
ひ
様
が
夜
い
｡
そ
れ
と
い
ふ
の
も
盤
時
新

藤
は
自
由
夜
空
気
に
端
ち
満
ち
て
､

1
能
あ
る
も
の
は
何
ん
の
束
秘
も
な
-
､
思
ふ
春
分
そ
の
脱
を
捧
ふ
こ
と

か
山
水
て
'
各

々
特
色
あ
る
蛮
風
を
ズ
ン
ズ
ン
伸
ば
し
て
行
-
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
以
上
列

託

し

た

ヤ

ぅな

､
一
家
の
特
色
を
鮮
明
に
如
は
し
た
人
々
か
葎
山
に
出
た
の
は
､
も
う
そ
の
以
後
に
は
見
ら
れ

な
い
園
で
あ
る
.

こ
の
横
合
に
そ
れ
等
の
中
か
ら
'
特
に
優

れ
て
異
彩
あ
る
人
物
を
操
り
出
し
て
準
へ
て
見
た
′い
｡




